取引先各位

NPO法人 国際曲劇団

チャリティイベントのご協力及び入会のご案内
拝啓

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご哀願を賜り、厚く御礼申し上げます。

　私どもは、特定非営利活動法人 国際曲劇団と申しまして、去る2005年1月30日に道新ホールにて、北海道及び北海道教育委員会並びに北海道警察による後援の元、「ストップ・ザ・自殺（同封のDVD参照）」と題しまして、チャリティイベントの公演を行いました。
同イベントでは、北海道及び北海道教育委員会並びに北海道警察による後援が実現し、関係者様方から多数の絶賛のお言葉を賜りました。

　過去には「平尾昌晃ラブ＆ハーモニーチャリティ基金ライブ」や「北広島リハビリセンター慰問ライブ」、「HBC主催 米国財団法人国際平和文化センター後援 『1st KIDS』」など、数々のチャリティイベントを行ってまいりましたが、このような活動の中から芽生え育まれた「ボランティア精神」を基盤に、北海道の芸能や文化、そして歌やダンスのライブ活動を通じ、多くの方々に感動を伝え、心を癒し豊かにする機会を広く設け、地域の公益に貢献できることを、当NPO法人の活動目的として掲げております。

　この度、１月に行なわれた公演では、実際に自殺を試みて、挫折の中このステージに立った一人の若者が立ち直っていくドキュメントが、ラジオ特番やニュースで取り上げられ大きな話題となりました。

　昨今、この少子高齢化社会が問題に取り上げられる時代に、次代を担うはずの若者達がリストカットや、所謂インターネットを通じ知り合った者同士での集団自殺など、余りにもいたたまれない「死」を選ぶ行動に走っております。

　皆様ご承知の通り、これらの自殺による死亡者数は先進国トップであり、その数は年間約３万４千人以上、年間交通事故死者数の約３倍以上という膨大な数字に上っており、また各都道府県別では北海道が全国でもトップに名を連ねております。

　このような異例の現状をこのまま見過ごすわけにはいかず、将来この北海道や強いては日本の未来を担う若者達に対し正しい方向に導くメッセージを、我々大人達が伝えなければならないと考えております。

　このような“死んだら楽になる”という考えを思い描き悩んでいる自殺志願者たちが、カルト教団や、自爆テロ行為などに走る可能性も十分にあり、誰かがこれを阻止し、改善していかなければならないと考えた結果、私たち国際曲劇団が第一人者として率先して活動するべきと判断致しました。

　この活動の趣旨にご賛同頂けましたら、当NPO法人会への参加をお願いしたく、本書をご用意させて頂きました。

　この北海道という地域社会に貢献され、ご活躍されている皆様が、少しでも人口減少の防止に繋がり、強いてはそれが企業や地域の繁栄にもつながると考えて頂けたら幸勘に思います。

また、明日を担う若者達の教育、そして育成していくための活動に僅かながらでもご協力いただきご支援賜りますよう、僭越ながら会員一同心よりお待ち申し上げます。

　長々と書き連ねました本書を最後までお読みいただき深謝申し上げます。

　末筆ながら、今後益々のご健勝とご多幸をお祈り申し上げます。

敬具

